
（別紙３）

～
令和７年　１月　31日

（対象者数） ２３名 （回答者数） 21名

～
令和７年　2月　28日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

2

引き続き職員間で連携をとりながら、一人ひとりとの

関りを大切にした支援を行なっていきます。

3

・伝えやすい・話しやすい環境を心がけ、これまでの

支援や対応をより丁寧に行っていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等
事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

令和７年　２月　3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年　３月　14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・利用児一人ひとりとのコミュニケーションを大切にし

た関りを行っていること

・1対1の関りを大切にし個別の担当制を取り入れてい

ます。

・相談しやすい環境を提供していること ・保護者様からのお子様に関しての相談はもちろん、職

員間でも報告・連絡・相談は密に行い、話しやすい環境

を意識しています。

1

○事業所名 放課後等デイサービスみなのば室見

○保護者評価実施期間 令和７年　1月　10日

○保護者評価有効回答数

・専門職の連携強化と研修の充実 専門職（PT、OT）

の連携をさらに強化し、定期的なケース会議を通じて

児童一人ひとりの支援計画を見直し、進捗状況を共有

することで、より個別化された支援ができるようにし

ます。また、専門職のスキル向上を目指した研修や勉

強会を定期的に開催し、最新のリハビリ技術や支援方

法を取り入れることで、より効果的な支援が可能にな

ります。

・特別支援学校や各小学校（通常級、支援学級）への送迎にお

いて、送迎スケジュールの重複や複数の学校への送迎が同時間

帯に集中することで、効率的な運行が難しくなっていることが

あります。

・臨時の時間変更への対応等では、学校行事や急なスケジュー

ル変更により、送迎時間が予測できず、柔軟な対応が求められ

る状況です。

・車両の定員・スペース等により、送迎車両の定員やスペース

の限界により、複数の児童を同時に送迎する際に不便を感じる

ことがあります。
1

・送迎スケジュールの最適化、各学校の下校時間や行事予定

を事前に把握し、送迎ルートや時間を調整することで、スケ

ジュールの重複を避ける工夫が必要。

・フレキシブルな対応体制の構築、臨時の時間変更や特別な

要請に柔軟に対応できるよう、予備の車両や追加の職員配置

を検討することが重要。

・ICTの活用、送迎管理ソフトウェアやアプリを導入し、リ

アルタイムでのスケジュール管理や情報共有を行うことで、

職員間の連携を強化することが必要。

・放課後等デイサービスでは、専門職（理学療法士

（PT）、作業療法士（OT））を導入することにより、

児童一人ひとりの身体の動きや体幹、筋肉の状態を詳細

に把握し、個別の支援に活かしています。これにより、

運動や体幹トレーニングがただのリハビリではなく、児

童が楽しみながら行うことができるように工夫していま

す。

・遊びの中にリハビリ要素を取り入れ、児童が気づかな

いうちに体を動かし、体幹を鍛えたり筋肉をほぐしたり

できるようにしています。遊びを通じて、児童が「楽し

い」と感じることが、身体の機能向上に繋がるように意

識しています。

また、各児童の発達段階に合わせて、支援内容を柔軟に

調整しています。例えば、体幹トレーニングにおいて

も、過度な負荷をかけることなく、少しずつ成長を促す

ようにしています。これにより、児童一人ひとりのペー

スに合わせた支援ができるため、無理なく継続的に身体

の機能を向上させることが可能です。

事業所における自己評価総括表公表
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・保護者様に活動内容が周知できるようホームページのURL

を毎月の予定表などの工夫を行い掲載された際、紹介をして

いくことが必要。

3

・施設内を見ていただく機会が作れるように検討していく事

が必要。

・施設内を見ていただく機会が少ないこと ・親子分離での療育のため、見ていただく機会が少ない事が考

えられる。

・各種取り組み、避難訓練等保護者様のご意見の中にわからな

いが多く見られた。

・ホームページ等の周知が出来ていないことが考えられる。


